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外層剥ぎ取り型超新星の多様性 

Ib型超新星 
エネルギーが一桁大きな”hypernova“が稀 
ガンマ線バーストに付随した例も知られていない 

実際には平均的なIc型とIb型、同程度か
やや小さい <- 直観的な解釈とは矛盾 

爆発の運動エネルギー 
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外層剥ぎ取り型超新星の親星多様性 
SN 2011dh SN 2011dh 

SN 2007gr iPTF13bvn 

外層を剥ぎ取る物理 

-> 連星相互作用？ 

-> 金属量？ 

見かけ上のエネルギーの違い 

-> 非球対称爆発の幾何的な効果？ 

水素を豊富に持つIIb型超新星はよく親星が同定 

-> Ib/cでは、わずかに１例のみ 
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発見日       2013 年11 月8.80 日 

発見者      板垣公一氏 

母銀河      NGC 3287 

距離          ～20Mpc (とても近傍) 

発見等級 17.3mag 

型              Ic型 

 

✔これほど近傍でIc型超新星が出
現する確率は稀 

 

✔ 典型的なIc型超新星の可視近赤
外線サンプルは依然希少 (e.g., SN 

2007gr) 

 

✔可視近赤外線による中長期の観
測が期待 

N 

E 

1’ 
SN 2013ge in NGC 3287 

observed on Mar. 21 2014 

(UT) by Kanata/HOWPol 

SN 2013geの発見とOISTERでのToO観測要請 

光赤外線大学間連携におけるToO観測を実施 
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光赤外線大学間連携によるToO観測 
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観測所 望遠鏡 装置 モード/フィルター 夜数 

県立ぐんま天文台 1.5m telescope GLOWS R=600 6 

東京大学/アタカマ観測所 1.0m miniTAO ANIR Y, J, H, Ks 4 

兵庫県立大/西はりま天文台 2.0m Nayuta NICS J,H, Ks 35 

NAOJ/岡山天体物理観測所 1.88m telescope KOOLS R=450 3 

広島大学/東広島天文台 1.5m Kanata HOWPol Image/BVRI 56 

広島大学/東広島天文台 1.5m Kanata HOWPol Spectroscopy 29 

鹿児島大学/入来観測所 1.0m  IR Camera Image/JHKs 25 



B, V, R, I, J, H, Ks-bands Light Curves 
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Spectral Evolutions 
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✔ およそ20Mpcの近傍銀河NGC 3287に出現したIc型超新星SN 
2013geに対して、光赤外線大学間連携事業(OISTER)を通し
て極大8日前から極大180日まで可視近赤外線測光分光観測
を実施した。 

✔得られた光度曲線及びスペクトル進化はこれまでに最も密
に得られているIc型超新星に匹敵するほどの時間波長密度
でかつ長期間にわたり測光分光データを取得することがで
きた。 

✔総じて、進化が遅く炭素の吸収線が卓越した、典型的なIc
型超新星S N 2007grに似た振る舞いを示していることがわ
かった。測光分光データを合わせたより詳細な解析が今後
期待される。 

 

 

 

Summary 
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詳しくはポスターをご覧ください 


